
令 和 ６ 年 ５ 月 ９ 日

松山河川国道事務所

国道５６号 松山外環状道路空港線（余戸南IC～東垣生IC）
ま つ や ま そ と か ん じょう ど う ろ く う こ う せ ん よ う ご みなみ ひがし は ぶ

開通１ヶ月後の交通状況について

令和６年２月２４日（土）に開通した国道５６号 松山外環状道路空港線

（余戸南IC～東垣生IC）の開通１ヶ月後の交通状況についてお知らせします。

【開通後の交通状況】

○松山外環状道路空港線（自動車専用道路部）の交通量は、

約１１，７００台/日（平日）。

○松山外環状道路インター線の交通量は、空港線開通前と比較して

約３割（約４，７００台/日）増加。

○松山IC～松山空港間の高規格道路整備により、整備前ルート（平成２９年

時）と比較して所要時間が約１６分短縮し、アクセス性が向上。

本施策は、四国圏広域地方計画の広域プロジェクト【No.１ 南海トラフ地震を始めとする大規模自然災害等への

「支国」防災力向上プロジェクト】の取組に該当します。

（発表先）愛媛県番町記者クラブ

【問い合せ先】

国土交通省 四国地方整備局 松山河川国道事務所

副所長（道路） 矢野 裕紀 （やの ひろき） tel：089-972-0034（代表）

◎計 画 課 長 森倉 遼太 （もりくら りょうた） tel：089-972-0415（課直通)

◎：主な問い合わせ先



（側道）

8,100 （側道）

900 

（本線）

11,700 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

交
通

量
（
台

/日
）

＋4,500台

未開通

松山外環空港線（余戸南IC～東垣生IC）開通１ヶ月後の交通状況

12,600 
19,000 

23,700 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000
交
通
量
（
台

/日
）

61,900 61,100 
56,200 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

交
通

量
（
台

/日
）

22,800 
20,300 18,000 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

交
通

量
（
台

/日
）

位置図
断面Ａ

断面Ｃ 断面Ｄ（主）松山空港線
（旧空港通り）

空港線（自専道部） インター線（自専道部）断面Ｂ

松山環状線

△2,300台

△4,900台

空港線開通前後の交通量の変化

＋4,700台

イ
ン
タ
ー
線

開
通
後

空
港
線
側
道
部

開
通
後

空
港
線
開
通
後

(

１
ヶ
月)   

空
港
線
開
通
後

(

１
ヶ
月)

○松山外環状道路空港線（自動車専用道路部）の平日交通量は、約11,700台/日。

○今回の開通により、インター線（自動車専用道路部）の交通量は、約25％（4,700台/日）増加し、

約23,700台/日。

○周辺道路では、空港線本線の開通前と比較して、（主）松山空港線（旧空港通り）が約2,300台/日減少、

市道松山環状線が約4,900台/日減少。

〈データ出典（断面交通量）〉
機械観測データ ※（土日祝日を除く）平日0時～24時の平均値で比較
インター線開通後 ：平成29年 6月10日～平成29年 7月 9日
空港線側道部開通後 ：平成30年 6月20日～平成30年 7月19日
空港線開通後（1ヶ月） ：令和 6年 2月26日～令和 6年 3月25日

※【断面Ａ】は現地観測データと機械観測データの差分を含む。
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この地図は、国土交通省国土政策局「国土数値情報」
をもとに編集・加工したものである。
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空港線側道部開通（H29）

主要拠点間のアクセス性が向上！主要拠点間のアクセス性が向上！

所要時間の変化

【松山空港 ～ 松山IC】

○松山外環状道路インター線と空港線の開通により、開通前と比較し、所要時間が28分から12分へ短縮

（約16分・約６割）したことで、松山IC～松山空港間のアクセス性が向上。

整備前ルート 空港線側道部
開通後

空港線開通後
（1ヶ月）
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この地図は、国土交通省国土政策局「国土数値情報」
をもとに編集・加工したものである。

11

56

東垣生IC

古川IC 井門IC

松山IC

E56

E11

至 高知

至 今治

至

高
松

至 大洲

松山JCT

国道56号
松山外環状道路空港線

延長 3.8km

国道33号
松山外環状道路インター東線

延長 2.0km
（事業中）

国道33号
松山外環状道路インター線

延長 4.8km

（H28.12 全線暫定開通）

R3.3.30
側道部開通

H29.9.18
側道部開通

自専道部 2.4km

R6.2.24開通(暫定)

56

11
33

市坪IC

松山環状線

余戸南IC

整備後 約12分

（主）松山空港線
（旧 空港通り）

（主）松山空港線

松山空港

（
主
）
伊
予
松
山
港
線

県道久米垣生線

〈データ出典（所要時間）〉
ETC2.0プローブデータ ※（土日祝日を除く）平日7時～19時の平均値で比較
インター線開通後 ：平成28年 9月 1日～平成28年11月30日
空港線側道部開通後 ：令和 3年 9月 1日～令和 3年11月30日
空港線開通後（1ヶ月） ：令和 6年 2月26日～令和 6年 3月25日

空港線本線開通（R6）

約16分（約６割）
の時間短縮

写真＜松山外環状道路空港線の交通状況＞

整備前 約28分


